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エネルギー分解検出器を有するフォトンカウンティング CT を用いると X 線線減弱係数のエネ

ルギー情報（エネルギースペクトル）を有する CT 像を得ることができる。測定された X 線線減

弱係数エネルギースペクトルを NIST data base と比較して実効原子番号・実効電子密度を求め、

物質を特定する手法が報告されている[1, 2]。本研究では、充放電状態におけるリチウム 2次電池

VL2020（Panasonic）を測定し、電池内部の実効原子番号および実効密度の分布を求めた。 

Figure 1 に充放電あるいは放電時における実効密度の分布を示す。これらから、充放電に伴う

反応が均一でない様子がわかる。これらは、フォトンカウンティング CT を用いたリチウムイオ

ン電池内部の充放電反応分布の評価が可能性であることを示唆する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Figure 1 Effective density distribution of Li secondary battery in charge or discharge state. 
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